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②諸 天使への 信仰 


參 諸 天使への 信仰とは： 諸 天使が 存在し、 彼らが アツ ラーに 属して いる ことを 疑念 抜きに 
信じる こと です。 そ して 私たちは ジブ リ ー ル （ガブ リ エル。 かれに 平安 あれ） のように、 
ア ツ ラーが その 名 を 言及され た 天使たち も 信 じます が、 一方で その 名 が 知られて いない 
他の 天使たち についても 同様に 信 じます。 ま た 彼ら の 様々 な 性質 や 所業の 内で 知られて 
いるもの も、 同じように 信じます。 

參 彼らの 地位： 彼らは 至高なる アツ ラーの 高貴な しもべたち であり、 アツ ラーの 崇拝者た 
ちです。 かれらには ル ブービー ヤ 1 も ウル ー ヒー ヤ 2 3 の 性質 も 全く 備わって いません。 か 
れら は 至高なる ア ツ ラーが 光から お 創 りに なられた ところの、 不可知の 領域に 属する 存 
在な のです。 

• 彼らの 所業とは： アツ ラーを 崇拝し、 かれの 崇高 さを 讃美す る ことです。 SD そして かれ 

(アツ ラーの こと） の 御 許には、 かれを 崇拝す る ことに おいて 驕り 高ぶる こと もな けれ 
ば、 疲れを 覚える こと もない 者たち （天使たち のこと） がいる。 （彼らは） 昼夜に （そ 
の 主の） 崇高 さを 讃美し、 休む こ ともないの だ。 S 3 (ク ルアー ン 21 : 19-20) 

參 彼らの アツ ラーに 対する 服従の 度合い： 荘厳 かつ 偉大なる アツ ラーは 彼らに、 自らの 命 
令に 対する 完全な 屈従と、 それを 実行す るた めの 力量を 授けられました。 彼らは 決して 
アツ ラーに 逆らう ことがありません。 （3 D 彼らは （諸 天使） は アツ ラーが 命じた ことに 
おいて かれに 逆らう こ ともなく、 ただ 命じられた ままに 実行す るので ある。 03 (クル 
アーン 66 : 6) 

參 天使の 数： 

彼らの 数は 膨大で、 至高の アツ ラーの みが その 正確な 数を ご存知です。 彼らの 中には ア 
ツ ラーの 玉座を 運ぶ 者たち、 天国の 番人たち、 地獄の 番人たち、 しもべた ちの 行いを 看視 
する 者たち、 その 行いを 帳簿に 書き留める 者たち などが います。 また 彼らの 内の ある 者は 
毎日 アル = ノヽ V />. アル ニマア スール i で 礼拝を します が、 その 数は 7 万に も 上ります。 そ 
こで 礼拝した 者たち は 一旦 そこを 出れば、 2 度と そこに 戻る ことはありません。 預言者 ムハ 


1 訳者 注： いわゆる 神性。 つまり 真に 崇拝され るべき 権威と しての 性質。 

2 訳者 注： いわゆる 主 性。 つまり この 世の 創造 や 管理、 所有 や 支配な どに 関する 権威と しての 性質。 

3 訳者 注： マッカの カ アバ 神殿の 丁度 真上の 第 7 層の 天界 にある と言われる、 天使たち がアッ ラーを 讃美 
する 場所 B 
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ン マド （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の ミウ ラージュ 4 に関する 仏' 承で、 彼は この 
よう に 語って います： 「••.それから 私は アル /、 . アノ シ= マア スールまで 連れて来られ 
た。 私は ジブリールに （これは 何 か、 と） 尋ねた。 彼は 言った：“ これが アル =バィ^ /> •ア 
ル = マ アムール fl a 毎日 7 万の 天使が そこで 祈る が、 彼らは 一旦 そこから 出たら 2 度と そ 
こに 戻る ことがない 5 。”」 6 

• 諸 天使の 名称 及び 役割： 

諸 天使は、 アツ ラーが かれに 対する 服従と イ バー ダ （崇拝 行為） のために 創ら れた 高貴 
なる しもべたち であり、 その 数は かれのみ がご 存知です。 アツ ラーは 彼らの 内の ある 者の 
名 称 や 役割 にっし 、ては 私たち に 示 して 下さい ましたが、 それ 以外の 者たち にっ V 、ては かれ 
のみが その 知識を 専有され ています。 アツ ラーは 彼らに 様々 な 役割を 与えられ ま した。 そ 
の いくつかを 挙げてい きまし よう： 


1 ー ジブリール （ガブリエル。 かれに 平安 あれ） ：諸 預言者 や 使徒たち への 啓示を 任されて 
います。 

2 — ミーカー イー ル （ミカエル。 かれに 平安 あれ） ： 雨と 作物に 関しての 役割を 担います。 

3 — イスラ' ー フイ ー ル （かれに 乎 安 あれ） ： 角笛を 吹き 鳴らして 現世の 終焉を 告げ、 そして 
復活を 知らせます。 7 

上記の 天使たち が 最も 偉大な 天使たち であり、 生の 諸 要因に ついて 委任され ています。 
例えば ジブ リ ー ルは 心の 生が そこ に 依拠す ると こ ろの 啓示を 任され、 ミーカー イー ルは 一 
旦 不毛 となつ た 大地の 再生が 依拠す ると こ ろの 雨を 任され、 また イスラー フイ ー ルは 死後 
の 肉体の 生が そこに 依拠す る ところの 角笛への 吹き こみを 任されて います。 

4 一 地獄の 番人 マー リク： 地獄を 任されて います。 

5 — 天 国の 番人 リ ドワ ーン： 天国を 任されて います。 


4 訳者 注： いわゆる 昇天の こと。 ある 晚 預言者 ムハンマドは マッカから エルサレムまで 奇跡の 「夜の 旅」 
をし、 そこから 大 天使 ジブリールに 伴われて 天界を 訪問し ま した。 

5 訳者 注： つま り 天使たち は そこに 一度き り しか 入る ことがない にも 関わらず、 そこには 常時 7 万の 天使 
がいます。 この ことは 天使の 数の 多 さを 示して います。. 

6 サ ヒー フ. アル =プ ハーリー （3207)、 サ ヒー フ. ムス リム （162)。 

1 訳者 注： 詳細は 後述の 「審判の 日の 予 兆」 章を 参照の こと。 
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また これらの 者たち の 他に も、 次の よ うな 天使たち がいます： 


• 死の 天使： しもべに 死が 訪れた 際、 魂を 引き抜く 役割を 担います。 

• 天国と 地獄の 番人たち。 

- アー ダムの 子ら （つまり 人類） の 看視を 委任され ている 者たち： 彼らは 各人の 行いを 見 
守り、 それは 記録し ます。 

• 常に しもべと 共に ある 者たち。 

• 昼夜の 交替を 担う 者たち。 

• アツ ラーが 祈念 されて いる 場所を 探索す る 者たち。 

• 胎内の 赤ん坊に、 彼らが その 人生に おいて 得る ことになる 糧や 行い、 春 命、 幸福になる 
か 不幸になる かとい うこと などを アツ ラーの 命に 基づいて 書き 定める ことを 委任され 
た 者たち。 

• 墓の 中で、 死人に その 主と 宗教と 預言者に つ いて 問いた だす ことを 委任され ている 者た 
ち 。 

これ 以外に も 沢山の 天使が いますが、 そ の 正確な 数は 全ての 物事を 詳細 に 数 え 尽くされ 
るアツ ラーの みが ご存知です 0 

參 高貴なる 記録 者たち の 役割： 

アツ ラーは 高貴なる 記録 者たち を お 創り に なられ、 彼らに 私たちを 見守らせ、 言葉 や 行 
いや 意図な どを 記録させる ように 命じられました。 全ての 人間には 2 人の 天使が ついてい 
ます。 そしてもう 2 人の 天使が、 1 人は その後 方から、 そしてもう 1 人は その 前方から 彼を 
守護 し 見守つ ている の です。 

1— 至高なる アツ ラーは 仰ら れ ています： (3 D そして 実に、 あなた 方には （あなた 方の 行い 
を） 看視す る 者たち がいる。 （彼らは） 高貴なる 記録 者たち であり、 あなた 方の 行いを 知つ 

ている の だ。 03 (ク ルアー ン 82 : 10 — 12) 
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2 — 至高なる アツ ラーは 仰ら れ ています： SD 2 人の 受け取る 者 （天使） が （人の） 右と 左 
に 座して、 （その 言葉 や 行い） を 受け取る の だ。 （人が） 語る 全ての 言葉は、 記録し 看視す 
る 者の 面前を 免れる ことは ない。 09 (ク ルアー ン 50 : 17 — 18) 

3 — 至高なる アツ ラーは 仰ら れ ています： (3 D 言葉を 内に 秘める 者 も 露わに する 者 も、 また 
夜に 潜む 者 も 昼に 横行す る 者 も、 （アツ ラーの 御前では） 同様で ある。 （全ての 者には） そ 
の 前から 後ろから、 アツ ラーの 命 ゆえに 次々 と 交替して 引継ぎ 看視す る 者たち がつ いてい 
る。 実に アツ ラーは、 民が （善行 や 服従 行為に 基づいた） 状況を 自ら 変えて しまわない 限 
り、 彼らの （恩恵に あふれた） 状況を 変えて しまわれる ことは ない。 そして アツ ラーが あ 
る 民を 滅ぼされる ことを お望みに なれば、 それは 誰に も 阻む ことが 出来ない。 そして 彼ら 
には、 アツ ラー 以外に 庇護して くれる ものは いないの だ。 03 (ク ルアー ン 13 : 10 — 12) 

4 — アブー. フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に ア 
ツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「アツ ラーは （天使たち に、 こう） 仰ら れ た： 
“ わが しもべが 何 か 1 つの 悪行を しよう と 思いついたら、 それを 実行に 移す までは そのこと 
を 記録して はならない。 しかし それを 行ったならば、 その 通りに 記録せ よ。 そしても しわ 
れ のために （彼が 思いついた 1 つの 悪行を） 思い止まったなら、 彼のた めに それを 1 つの 
善行と して 記録せ よ。 また 彼が 何 か 1 つの 善行を 思いついたならば、 彼が それを 実行し な 
くと も それを 1 つの 善行と して 記録せ よ。 そしても しそれ を 行ったならば、 彼のた めに そ 
れを 10 倍から 700 倍の 形に して 記録す るの だ。*」 （アル =ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承 8 ) 

• 天使の 創造の 偉大 さ： 

ジャー ビル •ブン .アブ ドツ ラー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼 
にアツ ラーからの 祝福と# 安 あれ） は 言いました： 「アツ ラーは、 私が かれの 玉座を 運ぶ 天 
使たち の ある 者に ついて 話す こと を お許しに なられた。 （その 天使と いう のは） 実に その 耳 
たぶ から 肩までの 距離が、 700 年 もの 行程な ので ある。」 （アブー. ダー ウー ドの 伝承 9 ) 


• 諸 天使を 信仰す る 事に よる 成果： 

1— 至高の アッ ラーの 比類な き 偉大 さと 権能、 そして お 力と 英知を 知る こと。 というの 
もアッ ラーは、 かれのみ がその 数を ご存知になる ところの 膨大な 数の 天使たち を 創造 さ 
れ たからです。 また かれの 玉座を 運ぶ 天使たち の 内の 1 人は、 その 耳た ぶから 肩まで が 


8 サ ヒー フ .アル コブ ハーリー （7501)、 サ ヒー フ .ムス リム （128)。 

9 真 班な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （4727)、 サ ヒー フ .ス ナン. アブー. ダー ウー ド （3953) 
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700 年 もの 行程と いう 巨大 さなので すから、 かれの 玉座が 想像を 超える 偉大 さを 備えて 
いると いう ことは 容易に 理解 出来ます。 これが、 崇高なる (3 D かれに こそ 諸 天地に おける 

この 上ない 威厳は 属し、 かれは 偉大 かつ 英知 溢れる お 方で ある 03 (ク ルアー ン 45: 37) 

ゆえんです。 

2 —アツ ラーの、 アー ダムの 子ら （つまり 人類） に対する ご 配慮を 知る ことで かれに 感 
謝し、 また かれを 讃美す る こと。 というの もアツ ラーは 天使たち を、 アー ダムの 子ら を 
見守り、 彼らを 援助し、 また 彼らの 行いを 書きと める よう 委任され たからです。 

3 — 至高の アツ ラーへの イ バー ダ （崇拝 行為）、 そして 信仰者た ちへの 祈願と 赦 しを 請う 
などと いった 天使たち の 行いを 知る こ とに より、 彼らへの 愛情が 増大す る こと。 偉大 か 
つ 荘厳な ア ツ ラーは かれの 玉座を 運ぶ 天使たち と、 かれの 周り に 侍る 天使たち について 
こう 仰ら れ ました： （3 D (アツ ラーの） 玉座を 運び、 その 周りに 侍る 者たち （つまり 天 
使たち） はアツ ラーの 崇高 さを 讚え、 かれを 賛美す る。 彼らは アツ ラーを 信仰し、 信仰 
する しもべたち のために （彼らの 罪の） 赦 しを 請う ：“ われらが 主よ、 あなたは 全てを 
そのご 慈悲と 御 知識を もって 包み込まれました。 ですから 悔悟し、 あなたの 道に 従う 者 
たちに お赦 しを お授け 下さい。 彼らを （地獄の） 業火の 懲罰から お救い 下さい。 われら 
が 主よ、 そして 彼らと、 彼らの 祖先と 配偶者と 子孫たち の 内の 正しい 信仰者た ちを、 あ 
なた が 彼らに 約束され たと ころの エデンの 楽園に お入れ 下さい。 あなた こそは 強大 かつ 
英知 溢れた お 方で あられます。 そして 彼らを 諸悪 （地獄の 業火） から お守り 下さい。 （審 
判の 日で ある） その 日、 地獄の 懲罰から 免れた 者 こそは あなたが 慈しまれた 者です。 そ 
して それ こそは この 上ない 勝利な のです。 ”03 (ク ルアー ン 40 : 7 — 9) 
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